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民事法学・ （英 語）

以下の英文 イタリックによる強調は無視してよい。

（出典：Adrian Vermeule，℃onstitutional Amendments and the Constitutional Common Law" 

(University of Chicago Public Law & Legal Theory Working Paper No. 73, 2004), pp.1-3.) 
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政治学専攻（英 語）

m 口

出典：Ulrich Beck,'Risk Society Revisited: Theory, Politics and Research Programmes', in Barbara Adam, Ulrich 

Beck and Joost Van Loon(eds.), The Risk Society and Beyond, 2000, Sage, pp. 215-6. 
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政治学専攻（フランス語）

m 口

次のフランス語の文章を日本語に訳しなさい。
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（出典：LucienJ aume, L'Etemel d.絋�L'Etat et Jes religions en France des origines a nos jours, 
, Tallandier, 2022, pp. 127-128) 
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通（朝鮮語）

次の文章1と2 とも日本語に翻訳しなさい。

1.

出典： 「労働新聞」2022年6月12日付

2.

o

己

出典：「労働新聞」2022年6月14日付
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通（日本語）

I

I

 

受
険
番
号

氏

名

次
の
文
章
を
読
み 、
各
問
題
に
答
え
な
さ
い 。

問
題一

傍
線
部
3
に
関
し
て 、
そ
の
理
由
と
し
て
著
者
が
文
章
中
に
示
し
て
い
る
内
容
を
要
約
し
な
さ
い(1
0
行
程
度） ・

問
題
二

傍
線
部
②
に
関
し
て
⑦
「
自
己
中
心
的
世
界
認
識」
の
内
容
を
説
明
し
な
さ
い 。
ま
た 、
0
8
の
よ
う
な
認
●

が
「
自
己
中
心
的」
と
称
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て 、
「
非
自
己
中
心
的」
な
世
界
認
識
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
り
う
る
か
を
示
し
て
両
者
を
対
比
し
つ
つ 、
考
察
し
な
さ
い
（
⑦
9
合
わ
せ
て
五
行
程
度） 。

問
題
三

傍
縁
部
③
に
関
し
て 、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー

が
『
法
の
精
神』
で
決
麗
裁
判
に
つ
い
て
詳
し
く
論
及
し
た
理
由
を
況

明
し
な
さ
い
（
五
行
程
度） 。

一
対一
の
決
.
に
よ
る
証
明
は
経
·
に
基
づ
い
た
あ
る
理
由
を
も
っ
て
い
た 。
も
っ
ば
ら
戦
士
的
で

あ
っ
た
国
民
に
お

い
て
は
朧病
は
そ
の
の
悪
徳
を
予
想
さ
せ
る 。
そ
れ
は 、
人
々
が
自
分
の
受
け
た
教

抗
し
た
こ
と ．
名
誉
に

的
だ
ら

（
出
典）
山
内
進
『
決
闘
裁
判』
（
講
談
社
現
代
新
書・
ニ
0
0
0
年）
（
出
題
に
当
た
り
構
成
等
を一
部
改
め
た）
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